
柑
川u

抑
恥

光

架

･Skl地
村
路
の
形
旗

地
和
戦
評
論

<

昭

和

七

年

川

崎

税

1i

武
誠
野
窮
地
の
派
略
形
態

地
珊
掛
評

論

九

昭
利
八
郎
｡

髄

発
心
郷

就
縛
野
鶴
地

の
術
村
に
的
す
る
桝
死

地
皿
蝉
評
論

l
l

昭
和
十
年
｡

10
小

牧

抽ハ
=繁

雌
史
地
秋
蝉

紫

波
約
位
(
地

刃11
聯
)

昭
和

八
非

二
十

一
許
｡

11
小

牧

班

繁

前
掲
特
に
二
十
二
苅

二
十
八
耳

性
.凹
-
四
五
m

四
十
九
質

五
十
五
試

一
〇
〇
-
1L
O

-i
試

.1
0
ニ
ー

一
〇
三
貰

.
-i
O
許
｡

六
甲
山
塊
南
麓
に
於
け
る
新
生
低
地
の

畿
達
に
関
す
る
考
察

上

清

賓

次

郎

｢

緒

言

刺
月
'
間
宮
附
近
､
即
ち
六
甲
山
塊
の
寓
を
縁
る
新

塗
代
の
地
層
中
で
､
主
と
し
て
神
埼
低
地
の
登
壇
状
況

は
つ
き
で
述
べ
.N'
｡
fJ
の
地
方
は
本
邦
に
於
で
人
文
上

重
要
在
る
1L
地
域
を
な
し
､
多
-
の
人
々
に
ょ
み
研
究

さ
れ
て
屠
-
､

地
撃
的
に
も

S
.C
ush
in
g
の
瞥
見
記

を
初
め
と
し

て.
粒
々
の
観
察
が
聴
衆
rb
机
で
居
る
｡

六
甲
山
桃
南
灘
に
於
け
る
新
地
低
地
の
発
班
に
関
す
る
考
察

し
か
し
'
人
文
地
畢
上
に
於

でも
.
自
然
地
壁
上
に
於

で
79
､
佃
､
研
究
を
栗
す
べ

pJ幾
多
の
事
項
が
未
着
手

の
値
域
ru
れ
て
居
る
瓢
が
多

い
棟
で
あ
る
0
血
撃
的
ほ

は
歴
史
地
坪
撃
の
見
地
に
於
で
､
竜
田
貞
音
博
士
･
菅

田
来
任
博
士
等
の
研
究
が
あ

与'
武
庫
川
低
地
､
兵
庫

低
地
は
伏
見
義
夫
氏

｡
浅
井
虎
夫
氏

･
大
森
金
五
郎
氏

等
が
新
田
閑
散
'
両
原
意
等
に
摘
係
し

て､
l
部
を
牧

山
IO
九

五

1



地

球

第

二
十
志
せ

扱
っ
た
文
献
も
あ
る
｡
過
等
､
有
史
以
後
の
軽
薄
は
史

家
の
考
晋
は
譲
わ
､
茄
に
は
主
と
し
て
.
地
学
的
立
場

に
放
て
､
沖
積
世
に
放
け
る
甲
南
低
地
の
生
成
と
其
の

磯
達
を
政
ふ
積
み
で
あ
る
｡
蘭
者
は
五
寓
分

1
｢紳
月

近
郊
固
｣
を
参
照
rTJる
れ
ば
便
利
で
あ
る
｡

こ
､
西
宮
市
と
其
の
附
近

西
宮
市
の
酉
北
方
か
ら
北
方
は
亘
っ
て
頗
-
敏
速
す

る
洪
積
層
は
､
凹
○
米
乃
至
六
〇
米
前
後
の
低
基
地
を

成
し
､
主
と
し

て音
色
粘
土

｡
砂
磯
暦
よ
-1
成
-,h断
層

ほ
て
載
ら
る
～
部
分
の
外
は
､
走
向
兼
北
に
し
て
､
架

商
に
向
S

一
〇
度
以
内
の
傾
斜
を
有
す
る
｡
rJ
の
洪
積

層
は
基
地
の
南
方
に
於
で
は

1
部
分
'
段
丘
堆
積
物
に

被
覆
さ
れ
る
｡
簡
閲
荷
造
は
滑

へ
る
打
出
部
落
の
北
方

阪
醐
電
気
銭
道
打
出
停
留
場
の
東
北
は
於
て
は
褐
色
砂

白
色
粘
土

･
砂
利

｡
褐
色
粘
土
の
互
暦
を

な
し
､
走
向

束
酉
に
近
-
､
南
方
に
向
以
七
四
度
内
外
の
傾
斜
を
有

し
て
洪
積
層
を
不
生
食
は
被
覆
す
る
｡
砂
利
暦
は
偽
暦

に
富
む
｡
虹
に
東
北
の
森
具

･
香
櫨
園
南
平

･
越
水
素

I;.(

地
の
南
端
､
岬
来
村

上
ケ
原
基
地
の
商
家
等
ほ
於
で
は

節
三
繰

二
岩

五
二

殆
ど
水
平
暦
を
覆
す
.
本
地
層
は
古
期
沖
積
層
と
夜
す

べ
-
'
打
出
｡脊
櫨
園
附
近
ほ
て
は
凡
を

l
O
米
､
二
〇

兼
及
び
三
〇
米
の
高
さ
に
於
で
敏
光
の
段
丘
を
形
成
す

る
.
玉
来
附
鑑
に
旦
向
き
二
-
三
米
の
段
丘
あ
-
､
以

下
の
低
地
を
新
期
沖
積
暦
と

呼
ぶ
o
上
ケ
原
基
地
は
､

土
地
高
-
､
高
距
五
〇
米
以
上
に
達
し
､
朱
南
は
魚
屋

を
な
し
三

二
〇
米
叉
は
そ
れ
以
下
の
低
地
に
急
下
し
'

段
丘
の
教
連

は
不
十
分
と
在
る
も
駈
け
北
方
安
塚
方
面

汁.I_ヤ
].･.

の
此
感
･

小

林

等

ほ
は
三
〇
来
段
丘
を
静
め
る
rJ
と
が

出
凍
る
｡
敦
積
末
期
の
海
俊
は
よ
り
で
頗
-
堆
積
せ
る

有
期
坤
積
層
が
其
の
後
の
海
退
の
た
め
に
陸
地
と
を
み

段
丘
と
し
て
現
存
す
る
も
の
で
あ
っ
て
､
上
ケ
原
基
地

東
南
蓮
縁
の
忠
盛
は
近
さ
地
質
時
代
に
於
け
る
波
蔵
断

崖
の
遺
跡
で
あ
る
｡

間
宮
市
の
市
街
地
は
各
部
玉
来
段
丘
以
下
の
新
規
準

積
地
に
存
在
す
る
が
､
土
地
は
酉
北
方
香
櫨
園
方
面
に

向
ひ
三
億
-
､
来
園
今
津
町
方
面
に
向
以
て
低

い
｡
市

の
西
方
を
流
下
す
る
夙
川
は
其
の
河
道
香
焼
園
附
近
に

於
で
平
地
-
-
二
米
以
上
も
高
-
ー
砂
塵
の
運
搬
少
畳



な
ら
ざ
る
は
比
し
ー
河
口
の
三
角
洲
の
敏
速
は
其
の
形

態
に
放
て
標
式
的
で
は
な

い
｡
こ
れ

}
つ
に
は
潮
流
の

閥
係
に
も
よ
る
の
で
あ
る
が
､
夙
川
の
現
河
道
は
社
骨

の
も
の
と
興

る
ほ
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
'
地
形
の
示
す

鹿
に
よ
れ
ば
自
然

の
状
態
に
於
で
は
､
夙
川
の
現
流
路

ツ
l

線
'
並
に
越
木
岩
附
近
よ
-1
尭
南
､
津

門

方
面
に
至
る

線
を
二
速
と
し
､
津
門
附
近
よ

カ
斜
に
現
今
の
酉
富
市

を
過
ぎ
て
夙
川
に
寅
る
三
角
形

の
置
城
が
嘗
夙
川
扇
状

地
で
あ
っ
て
､
常
時

の
夙
川
は
幾
多
の
分
流
を
覆
し
て

乙
の
扇
状
地
上
を
流
下
L
Y
末
端
に
は
三
角
洲
を
登
遷

せ
し
も
の
と
推
定
せ
ら
る
｡
か
-
て
歴
史
時
代
に
於
で

酉
宮

･
津
門
の
部
落
の
蕉
じ
た
る
初
め
の
頃

は
､
未
だ

酉
宮
の
南
平
は
部
落
恕
な
す
ま
で
に
陸
地
の
聴
連
を
見

ず
し
て

(伏
見
氏
の
那
竺

西
柿
平
野
の
数
建
地
;if11教
育
'昭
利
二
年
)

西
宮
醐
胤
を
中
心
と
せ
る
北
牛
の
草

弥
の
み
存
在
し
た

る
も
の
ら
し~
-
､
南
平
の
磯
連
は
迄
に
筏
の
こ
と
に
属

す
る
.
か
-
し

て西
宮
部
落
の
聴
達
ほ
つ
れ
て
'
水
審

む
防
ぐ
鮎
よ

-

､夙
川
の
改
修
が
行
は
れ
で
現
今
に
及

ぶ
も
の
な
る
べ
-
､
現
今
の
西
宮
紳
乱
の
固
北
か
ら
餌

六
甲
川
塊
細
波
に
於
け
る
新
地
低
地
の
改
辻
に
関
す
る
考
察

鴇

せ
H築
港
に
向
ふ
小
流
並
に
津
門
,JJ
西
宮
と
の
間
を
酉
北

に
向
ふ
低
協
地
等

は
社
時
の
三
角
洲
分
流
の
遺
跡
を
残

す
も
の
で
あ
る
G

史
家
の
考
.Q
に
ょ
れ
ば
紳
門
は
武
畔
の
水
門
の
志
に
し
て
'上
iLr
の
雁

史
時
代
に
於
て
武
舵
の
入
梅
が
'北
方
に
伏
-
聯
入
せ
し
常
時
は
盟
嬰
な

る
姑
で
あ
っ
た
と
い
ふ
Oそ
の
北
方
i
坪
の
低
地
は
之
を
賦
附
と
呼
び
へ

ム
コツ

甘
伴
大
赦
鹸
凹
糾
乱
に
は
向

津

(

武
雄
沖
)越
命
を
和
る
O而
し
て
新
生
陸

地
の
虫
成
と
共
に
､油
は
氷
解
に
赴
き
栓
に
紳
門
が
港
と
し
て
利
用
す
る

む
得
ざ
る
に
発
っ
て
'新
に
今
沖
が
こ
れ
.に
代
っ
て
教
達
す
る
に

至っ
た

の
で
あ
る
と
C
(櫛
紳
郷
土
出
訴

者
;
虫
繋
､
地
裁
断
章

曽
川
東
伐
)

史
に
'
酉

宵
市
内
に
見
る
醸
造
用
地
下
水

(西
宮
紳
紅

の
東
南
に
多
-
'之
を
宮
水
と
呼
ぶ
)
の
複
流
が
市
の
西
北
夙
川

方
面
よ
カ
東
南

に
向
ひ
て
流
動
す
る
現
象
は
骨
で
聾
者

も
調
査

し
た
朗
で
あ
っ
て
'
扇
状
地
時
代
の
河
流
の
方

向
.
並
に
陸
地
聴
連
の
種
路
を
推
定
す
る
資
料
を
供
給

す
る
も
の
で
あ
る
(小
川
博
幸

松
原
博
士
の
研
究
象
照
)
0

試
錐
結
果
に
ょ
れ
ば
西
宮
市
北
方
海
面
上
四
水
位
の

低
地
に
於
て
､
地
下
三
光
迄
は
細
粒
砂
及
粘
土
質
'
以

下

㌻

玉
来
乃
至

二
光

は
暗
緑
色
細
砂
暦
に
し
て

化
石

を
含
み
p
次
に
四
米
は
暗
涙
粘
土
､
玉
来
は
粘
土
交

わ

三
】

五

三



地

球

節
二
十
五
懇

砂
､
玉
来
は
花
園
岩
磯
を
主
と
し
古
生
静
糠
を
温
ず
る

磯
暦
ほ
し
で
､
以
下
は
決
常
粘
土
よ
-
成
る
｡
扶
育
粘

土
は
洪
積
粘
土
と
赦
似
す
｡
上
記
の
磯
層
の

一
部
は
上

部
洪
積
の
磯
層
と
す
べ

き
か
と
恩
は
れ
る
｡
暇
-
ほ
木

犀
以
上
､
西
宮
附
近
の
段
丘
上
部
迄
を
沖
積
層
i
Jせ
ば

其
の
厚
ru約
五
〇
米
以
上
と
在
る
｡
化
石
の
豊
富
な
る

は
前
記
の
暗
純
色
刺
砂
岩
暦
中
ほ
て
.
西
宮
輝
の
西
方

約

.i
粁
､
蛾
遺
線
路
の
南
北
に
近
d
TJ方
面
で
あ
っ
て
.

乾
に
酉
商
ー
西
宮
紳
牡
方
面
に
及

ri<
べ
-
､
之
を
宮
水

介
暦
と
呼
ぶ
｡
醸
造
用
地
下
水
宮
水
は
木
履
中
を
賞
き

て
流
れ
､
石
衣
硬
度
計
高

め
る
ら
し

い
と
考

へ
ら
れ
て

屠
る
｡
小
川
博
士
に
ょ
れ
ば
木
簡
中
に
は
二
〇
種
以
上

の
介
化
石
が
知
ら
れ
､
次
の
教
程
は
特
に
豊
富
を
積
数

で
あ
る
｡

S
o
te
n

g
o
u
td
i

C
o
n
rad.
岩
a
ctr
a
sutcata
r
ia

R
e
e
v
e
.
P
e
cte
n

ta
q
u
etu
s
S
o
w
e
r
by
.

A(Tac
o
m
a

s
e
cta
(C
o
n
r
ad
).

O
tiv
a

m
u
ste
lin
a

L
a
m
a
r
ck
,

D
o
sin
ia
j
ap
o
ni
c

a

(
R
e
e
v
e
)}
O
stre
a
sp
-.
P
y
r
en
e

v
a
ria
n
s

(i)u
n
k
e
T
)

V

C
a
n
ce
lla
d
a

r
e
ev
e
a
n
a

雄
三
雛

三
二

証
凹

Cros
se
.
C
ta
v
atu
la
c
on
s
im
itis
(S
m
ith
)マ

ナ

ヰ

酉
官
市
内
の
著
名
醸
造
用
水
温
取

-
井
月
異
名
井
の

商
に
隣
-
現
今
の
梅
岸
よ
り
八
回
米
を
距
で
光
る
地
に

新
井
堀
異
に
際
し
地
下

1
米
附
近
に
於
で
､
次
の
介
頻

を
視
た
｡
大
形
の
介
多
き

乙
と
､
食
用
介
在
る
rJ
と
'

あ
は
び
介
は
現
今
大
阪
幣

の
如

き
砂
機
に
棲
息
し
な

い

rJ
と
ー
他
に
分
布
の
様
子
未

だ不
明
在
る
こ
と
等
よ
ろ

し
で
'
或
は
月
塚
叉
は
其
他

ほて
人
類
の
捨
て
た
る
も

の
か
と
恩
は
れ
る
が
､
之
を
異
名
井
介
暦
と
呼
止
で
股

-
｡
其
の
介
瓶
次
の
如
し
｡
乙
の
鑑
定
に
は
黒
田
氏
を

相
は
し
た
る
rJ
と
を
戚
謝
す
｡

A
r
ca
su
b
cT
en
a
ta
Li
is
ch
k
e
V
C
a
rd
iu
TP
m
u
ticu
m

R
e
ev
e
.
R
a
p
a
n
a
t
h
o
m
a
s
ia
n
a
C
ross
e
,
L
a
tr
u
n
･

cu
lu
s
j
a
p
o
n
icu
s
S
o
w
e
r
b
y
.
O
s
&
ea
s
p
.,
P
o
tin
i･

c
e
s
d
id
ym
a
Bo
t
ten
,H
al
io
tis
gi
g
a
n
te
a
G
m
e
lin
,

F
u
sin
u
s
p
er
p
te
x
us
A
d

a
m
s
,
C
o
rb

icul
a

c
f
.

]a
p
o
n
ica
P
T
i

m
e
.

西
富
溺
南
鳴
尾
附
鑑

で
川
西
航
暴
食
就
工
場
内
証
錐

で
は
地
下
.i
O
米
以
下
に
一
三
米
の
鼠
粘
土
厨
が
あ
っ



第 1一間 将 帥一 部 の 闘

六
;-
川
塊
郎
徴
に
於
け
る
新

+
.仰
地

の
蕗
辻

に
榔
す
る
才
か

伊価忠敬文化咋問の湘脚､御影 町以JZJ封をシ)-;す

て
介
化
市
を
令
ひ
｡
宮
水
介
鮒
にこ
此
す
べ
-
､
以

ド
三
光
の
秒
僻
が
あ
っ
て
約
二
C)
水
の
厚
さ
磯
牌

が
あ
-
'
二
付
火
の
t..2
抑
十
㍍
と
な
-

､
介
化
'{

を
称
す
る
｡
以
下
は
用
木
屠

･
粧
七
修
等
を
主
と

し
て
砂
磯
肘
は
沸
し
-
減
少
し
っ
J
.
地
下
∴

.

七
光
に
及
ぶ
.
糠
の
庁
好
は
洪
杭
肘
の
上
部
叉
は

i;
州
神
秘
肘
の
F
部
に
利
=:==す
る
の
で
あ
ら
う
D

翻
t.
刷
1i1
港
桟
橋
の
試
錐
に
ょ
る
と
梅
底
F

.1
八

米
は
秒
棟
泥
i
-の
fE
.肘
で
あ
っ
/し
､
炎
の
政
L
価

七
兼
の
泥
土
小
に
介
数
を
混
ず
る
U

こ
れ
は
新
期

坤
縦
桁
敢
上
部
の
介
肘
で
あ
る

三
､
産
屋
川
よ
り
生
田
目
附
近

杓
･WL
巾
の
押
ガ
'
夙
川
房
状
地
J･"
､
慮
施
川

代
i1=
州

･
都
出
川
を
錐
で
稚
仙
川
に
.4g
る
十
二
粁+]'

飴
の
溢
岸
低
地
は
､
北
方
に
向
ひ
て
漸
次
に
高
ま

む
つ
＼

六
甲
山
麓
に
及
び
､
低
地
の
帖

㌻
五
粁

乃
育
二
･五
に
過
ぎ
な

い
｡
低
地
が
六
E
･
川
麓
の
花

駒
岩
と
接
す
る
塵
に
は
洪
横
槍
の
青
色
粘
土
と
秒

礁
肘
と
の
九
肘
の
鉾
山
地
が
淋
在
L
t
両
説
掘
叩

)I)ノー

.i

..i



地

球

妨

二
十
五
番

南
高
等
撃
枚
の
兼
北
岡
本
附
近
､
大
柵
原
及
順
子
ケ
原

の

.E
部
､
篠
原
附
近
､
都
賀
川
に
ょ
み
て
淀
蝕
n
れ
た

る
川
底
等
'
度
々
に
於
で
観
察
n
れ

る
｡
篠
原

･
上
野

附
進
は
五

〇
米
以
上
､

Li
O
O
米
は
逢
す
旦
向
燥
な
る

傾
斜
地
む
な
し
t
rJ
れ
等
の
地
は
洪
積
層
叉
は
我
開
岩

上
を
扇
状
地
堆
積
物
が
被
穫
し
て
ゐ
る
｡

扇
状
地
の
藤
式
的
ほ
登
達
し
､
且
つ
､
河
口
に
は
三

角
洲
を
形
成
し
っ
!
あ
る
状
況
は
伊
能
忠
敬
の
測
農
園

(節
i
問
)に
よ
っ
て
も
窺
は
れ
る
通
わ
で
あ
っ
て
p
各
扇

状
地
は
朝
錯
綜
し
て
集
合
層
状
地
を
作
っ
て
居
る
｡
扇

状
地
は
中
央
部
の
河
道
部
分
は
於
で
最
も
高
-
､
そ
の

左
右
は
綬
斜
し
､

一
つ
の
扇
状
地
と
他
の
扇
状
地
と
が

相
接
近
す
る
藤
は
低
瀦
地
を
在
せ
る
乙
と
多
-
'
兼
方

に
於
で
夙
川
扇
状
地
と
産
屋
川
扇
状
地
と
の
間
は
は
宮

川
の
低
地
を
作
ら
､
三
〇
兼
等
高
曲
線
は
遇
は
北
方
の

洪
積
層
斜
面
に
後
逸
し

て
ゐ
る
｡
鹿
屋
州
と
任
膏
川
と

の
丙
扇
状
地
の
間
は
溌
江
の
低
地
も
佳
吉
川
と
都
賀
川

と
の
間
に
は
石
屋
川
の
低
地
が
存
在
す
る
如
き
は
､
其

の
二
-
三
の
好
例
で
あ
っ
て
t
か
･!
る
低
地
を
眉
間
谷

齢
三
昧

二
品

拡
大

又
は
眉
間
低
地
と
呼
ば

凡
｡

虜
状
地
上
は
於
て
は
河
に
よ
る
砂
塵
の
運
搬
と
堆
積

の
畳
と
が
大
在
る
馬
め
､
段
丘
は
不
明
と
な
れ
る
場
合

が
多

い
が
､
眉
間
谷
に
於
で
は
屡
々
明
瞭
に
保
存
さ
れ

〈
居
る
.
例

へ
ば
御
影
町
石
屋
州
の
帽
焼
き
眉
間
谷

1L

昔
に
放
て
は
玄
米
､
一
〇
米
､
二
〇
米
､
三
〇
米
の
段
丘

の
磯
連
は
顕
著
で
あ
っ
て
､
御
影
師
範
撃

棟
･
阪
紳
間

道
等
は

1
0
米
段
丘
を
利
用
し
て
建
設
n
れ
'
銭
造
東

海
道
線
は

二
〇
米
段
丘
を
利
用
し
て
居

る
｡
定
に
山
麓

は
近
-
篠
原

･郡
家
等
の
高
所
に
は
六
〇
米
､
八
〇
米

等
ほ
段
丘
の
発
達
を
見
る
79
､
何
れ
も
各
河
川
の
特
殊

を
事
情
は
よ
る
局
部
的
河
成
段
丘
で
あ
る
｡
粍
江
の
崩

間
谷
は
於
て
79
玉
来
､

一
〇
米
等
の
段
丘
の
畿
蓮
は
､

御
影
町
と
同
様
で
あ
る
が
､
低
地
が
甚
し
-
潜
入
し
て

山
麓
に
接
し
､
三
〇
釆
段
丘
の
如

き
は
山
麓
崩
積
物
は

被
は
れ
明
か
で
な

い
｡
史
に
正
米
段
丘
以
下
の
坤
楕
低

地
は
海
岸
を
練
-
て
､
rJ
の
狭
長
な
る
海
岸
に
磯
連
す

る
も
の
な
る
が
､
特
に
三
水
以
下
の
低
地
は
新
ら
し

pJ

歴
史
時
代
の
生
成
ほ
か
!
る
も
の
在
る
べ
-
ー
僅
江

･



窮二間 湊川及兵庫附近海陸軍遷問

低量は_7･g･:劉純岡､耐原石ミ鶴岡a'･-.に源平時代の想先制羊線は虫 として寄円博

IJ=の考諾馴′こ捻 る｡明治初年の海岸線はJohnMarshallの明治六年板紙
測剛 こよ1)､昭利十年の海岸線は酬戸村都市計蛍閤三千 ノ分一･に披る｡

六
町
=_
塊
摘
軟
に
於
け
る
新
改
低
地
の
炎
速
に
捌
す
る
考
察

.二
J
l
拡

脊
木

･
魚
崎

｡
光
明

･
新

在
家

･
味
泥

･
脇
機
等
の

衆
路
は
何
れ
も
､
低
さ
海

岸
は
聴
達
し
ー
海
樺
に
向

ふ
多
-
の
道
路
を
有
す
る

鮎
は
於
で
､
形
態
的
は
他

の
段
丘
上
の
衝
き
栄
落
と

趣
を
異
は
す
｡
誠
に
､
常

澄
基
以
前
､
鹿
屋
乙
女
の

哀
話
を
俸
ふ
る
古
墳
あ
-

約
五
米

の
高

さ
の
地
は

三
個
'
中
央

を
鹿

女

擬

(
光
明
に
あ
り
)

と
い
以

'
を

の
尭

(
望

昂

の
西
方
に
あ
り
)

と

酉

(
都
袈
川
の
四
方
昧
泥
に
あ

-
)
と
は
各

一
つ
の

擬
あ

-
て
､
互
に
約
二
粁
宛
を

隔
て
J
相
固
す
｡
乙
れ
社

有
の
蛮
人
の
墳
墓
を
ら
む

五
七



地

球

節

二
十

五

怨

が
､
乙
町
附
近
は
常
時
既
に
陸
地
な
ら
し
fJ
と
は
明
か

で
あ
る
O
こ
れ
十
上
向
き
地
に
は
屡

々
古
代
遺
跡
を
見

る
ほ
反
し
､
低
さ
地
即
ち
'
現
今
の
海
岸
線
に
至
る
間

に
古
き
遺
跡
の
登
-
敏
-
る
は
新
産
地
な
る
の
故
で
あ

っ
て
､
軍
は
梅
に
接
近
し
過
ぎ
る
た
め
の
み
で
は
覆

い

と
思
は
れ
る
.
こ
れ
等
は
史
に
'
新
暫
形
態
を
輿
に
す

る
集
落
磯
連
の
状
況
を
究
明
す
る
rJ
と
は
よ

っ
て
､

一

暦
明
か
に
さ
れ
る
で
あ
ら
う
｡

四
､
湊
川
と
神
戸
港
附
近

葛
生
相
川
の
扇
状
地
は
'
西
方
は
佃
戸
市
川
ノ
手
基

地
を
作
る
洪
精
暦
に
遮
ら
れ
て
､
磯
連
不
十
分
な
る
7P

兼
方
及
び
南
方
は
美
し
-
磯
達
し
で
､
商
船
の
三
角
洲

は
現
今
の
醐
月
雄
大
突
堤
の
築
造
さ
る
ゝ
虞
で
あ
る
｡

従
っ
て
土
砂
の
流
田
を
鍵
け
る
蔑
め
､
衛
生
田
川
の
河

筋
は
鼻
吏
n
れ
て
､
熊
内
町
ま
わ
直
線
状
は
滴
々
東
に

向
ひ
で
海
に
入
る
(壁

画
)
｡

湊
川
は
荘
園
岩
地
を
去
-
て
低
地
に
入
る
や
.
酉
は

夢
野
､
東
は
大
倉
山
を
作
る
洪
積
地
の
間
を
流
れ
て
~

エ
ゲ
ヤ
マ

骨

下

山

洪

積
地
と
荒
m
町
洪
積
地
と
の
間
に
あ
る
峡
瞳

節
三
助

こ

こ
ハ

五
八

を
過
ぐ
る
や
､
旗
大
な
る
扇
状
地
を
形
成
し
､
歴
史
時

代
に
於
で
は
湊
川
谷
敬
は
rJ
の
横
に
於
で
街
は
れ
､
現

代
に
於
で
は
紳
月
繁
華
の
要
部
を
夜
す
｡
河
道
は
明
治

三
〇
年
八
月
よ
少
四
ヶ
年
を
壁
し
て
婁
吏
n
机
､
明
治

三
四
年
七
月
工
蔀
完
成
､
洗
心
橋
よ
-
西
南
に
骨

下
山

は
隠
遁
を
穿
ち
､
山
麓
を
過
ぎ
で
苅
拓
川
は
導
き

P
史

に
捕
下
し
で
海
は
入
る
fJ
と
～

な
っ
た
｡
其
の
以
前
に

於
で
は
薦
湊
川
の
河
道
は
洗
心

橋
附
近
よ
カ
､
兼
山
町

1
丁
目
を
湊
州
公
園
は
班
で
p
兼
甫
兼
は
向
以
て
海
は

入
-
'
刺
月
港
と
兵
庫
港
と
を
分
つ
大
三
角
洲
を
作
っ

て
居
た
｡
史
に
其
の
以
前
､
源
平
時
代
の
湊
川
の
主
流

河
道
の
位
置
に
つ
き
で
は
喜
田
博
士
の
老
荘
が
あ
る
｡

軍
‖
博
士
の
艦
史
地
靴的
研
究
に
よ
れ
.ば
､現
今
の
餅
1
女
撰
校
の
附

妃
よ
り
斜
に
鶴
湊
川
筋
の
南
方
を
流
過
し
て
'出
在
家
附
妃
に
於
て
兵

帖
胎
に
拭
い
だ
も
の
な
ら
む
と
い
ひ
'其
の
封
丈
の
年
代
は
明
か
な
,ll

ざ
る
も
'
或
は
中
綿
感
の
河
原
遷
都
の
頃
な
ら
む
か
と
い
ふ
O
(醐
戸

市
史
､
大
11<

一
〇
坤
)

昔
､

平
清
盛
は

兵
庫
港
内
の
東
南
風
荒
さ
を
磨
以

て

波
防
堤
を
築

い
た
｡
こ
れ
を
鮭
ケ
島
と
呼
び
'
其
の

位

置
は
多
分
､
現
今
の
英
雄
郵
便
局
附
近
な
ら
む
と
考
密



第三間 充棟九的坂兵種沖綿聞

榊の-Jl上の松LSEiは骨下tfl､･lf:･の:†ll:の池は現今は女母!採取地となる｡終
川上1)件fWlこ分泌の′tr_ぜるを見る｡兵山川J'桁の揃部和Mqlにilき入汀は
痢[/.三の入江にして元帳l":iミ淡の波跡ならむ｡

六

叩
山
塊

im粒
に
於
け
る
新
蝕
代
地
の
狂
姓
に
脚
す
る
や
炎

r,る
｡

然
ら
ば
耗
ケ
鳥
の
内
部
に
於
で
泊
地
の

#
在

し
わ
る
も
の
な
る
べ
-
'
常
ー_与
の
如
…411
線

は
虹
に
何
方
な
ら
し
rJ
と
を
考

へ
し
め
る
｡
又

奈
良
時
代
の
恨
兇
匪
調
の
匿
城
を
現
代
の
地
形

に
比
較
す
る
に
､
現
今
の
紳
l1
港
侮
･.Jii
油
よ
･Ct

西
南
に
紳
♪
騨
構
内
を
過
ぎ
'
虹
に
は
iJ
新
川

(
明

治
三
二
咋

･.完
成
の
兵

肺
港
よ
り
苅
沸
曲
に
.#.ら
,ud
河

)
に

平
行
'

川
崎
造

船
所
分
工
場

附
並

を
過

ぎ

て
妙

法
芋
川
日
の
六
軒
施
Au.
卓
る
組
む
境
と
L
t
乙

の
線
よ
り
来
情
は
匿
剖
が
行
は
れ
で
屠
な

い
｡

･)
の
部
よ
-
考
ふ
れ
ば
'
わ
と

へ
常
帖
陸
地
の

作
成
し
肪
た
-
と
す
る
も
､
利
川
し
柑
る
祁
皮

に
轍
痩
せ
ず
し
て
渡
椎

･
ル
洲
の
如

き
状
倍
で

あ
っ
た
rJ
と
を
川
心
は
し
め
る
､華

南
)
0

崩
状
拙
攻
三
t
:洲
の
磯
通
の

一般
の
朕
聾
､

並
に
'
六

叩
山
姥
に
於
け
る
各
月
状
地
の
形
館
山

よ
り

見

る
に
'
湊
川
も
そ
の
ド
流
に
崩
代
地
を

報
漣
せ
し
め
て
居
た
,)
と
は
疑
い
の
な

い
邦
で

あ
る
｡
児
の
ぷ
状
地
は
曾

ト
ー;
峡
悔
む
崩
の
変

三
七

:<
九



lyJ約二的臥兵庫･;Lと地rLril第四F''i.ll

･;->
ニ
ト
:A
.笹

7t/i川.Jli紙上1)榊の/,A.ドにrl･Jふ分地を′l･_じ､和rTl叫の上hlこて7海に泣く-｡
元の掛 11河滋 を抑'にせ しむ｡1lJ-辞i地の拡城 を現今のそれ と比帖す糾 f碓

今疲:蛇の悪 くべきものあるを倣ゆ.,

1;
j

Jt

..放

ニス

hハ
C

と
し
､
滋
は
先
日
町
の
柄
よ
-
⊥
桐
油
h
t1,過
ぎ

波
川
柵
朴
の
北
を
油
過
す
る
的
17-i
米
の
段
丘
下

を
紀
て
制
作
町
に
乍
る
線
'
西
は
曾
ド
川
の
-;

麓
線
を

境
と
し
､
崩
の
経
に
(=a
る

一
速
は
屈
服

地
番
逆
の
初
期
に
於
で
は
人
位
に
於
で
刷
ti1
鐸

よ
-
省
線
に
添
い
で
兵
柾
曙
に
乍
-
､
虹
に
宇

治
電
銭
に
沿
ひ
て
苅
荘
川
に
1.#
.る
弧
線
の
如
き

形
鞍
>
･1な
し
て
収
次
に
聴
音
の
経
路
を
辿
っ
た

も
の
と
川
心
は
れ
る
.
然
る
に
明
祈
擬
似
〃
而
よ

-
来
わ
し
求
る
潮
流
は
,J
の
'ニ
杓
洲
>
.･し
て
標

式
的
に
碓
連
せ
し
め
ず
､
柄
ガ
は
骨
に
判
ら
れ

/｣
束
に
迩
ば
れ
イし砂
憐
状
を
な
し
､
卸
m
岬
を

発
達
せ
し
め
､
こ
れ
に
限
ら
る
J
兵
埴
幣
内
に

は
環
流
を
e
..じ
､
二
-,▲角
洲
の
教
育
を
小
規
則
な

ら
し
め
LJ
C
こ
れ
等
の
≠
情

は
測
定

さ
れ
た
る

渥
鞘

と
見
れ
ば
よ
-

鈍
い
知
る
こ
と
が

〓
氷

る
(節
二
間

)O

崩
状
地
久
は
｢
元

洲
L
h

,流
汗

る
対
流
は
､

臼
然
の
状
態
に
於
て
は
､
多
-
の
分
淡
を

t
.
.㍗



る
1
.其
の
最
も
常
温
在
る
形
で
あ
っ
て
､
間
宮
市
附
好

の
夙
川
扇
状
地
ほ
て
考
察
し
た
る
魔
で
あ
る
が
.
愈
下

川
峡
院
を
斬
れ
た
る
湊
川
も
同
様
で
あ
っ
た
之
恩
は
れ

る
CJ
其
の
主
流
は
或
は
峡
悔
よ
･Jl
南
下
し
､
兵
庫
輝
の

南
方
附
近
ほ
て
海
に
人
ら
お

る
乙
と
も
あ
る
べ
-
.
後

に
は
利
阻
岬
の
砂
明
の
駿
育
と
共
に
河
口
は
東
に
曲
り

で
泥
に
注
ぐ
棟
に
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
｡
須
佐

の
入
江
(節
三
脚
)は
其
の
懲
阿
波
の
遺
跡

に
外
な
ら
沿
｡

(望

了
解
何
問
)而
し
て
rJ
の
榛
川
本
洗
.以
外
は
分
流
を
蕉

じ
居
た
る
乙
と
は
天
保
九
年
版
の
兵
庫
津
簡
閲
(餅
三
脚
)

明
治
二
年
版
の
兵
庫
港
地
固
(解
四
闘
)等
に
ょ
つ
て
も
ほ

ぼ
境
は
れ
る
｡
殊
に
湊
川
に
は
古
家
砂
塵
の
流
下
の
最

多
-
､
洪
水
の
例
も
乏
し
-
な

い
が
'
明
治
二
九
年
の

大
洪
水
の
被
客
は
甚
大
で
あ
っ
て
､
雷
時
論
講
苫
れ
て

居
た
新
湊
川
開
港
問
題
79
'
こ
の
た
め
に
容
易
は
解
決

r
Jれ
ね
と
閉
-
0

i;
-
ほ
出
i=位
小
野
笈
が
放
利
三
和
輪
糾

(
利
E
T兵
肺

の
謂
)
に
油

し

､
大
水
鞍
に
泡
ひ
靭
社
は
人
を
し
て
安
布
を
斑
は
し
め
ら
れ
た
る
に

湊
川
大
氾
艦
の
た
め
'輸
田
に
:hrh:る
を
得
な
か
っ
た
と
あ
る
｡
叉
､
平

締
感
の
桐
原
武
の
僻
域
が
現
今
の
兵
仰
騨
以
西
に
あ
つ
た
の
も
'恥
部

六
叩
山
塊
縮
故
に
放
け
る
新
批
低
地
の
炎
速
に
関
す
る
考
察

の
平
地
が
未
だ
現
今
の
加
-
焼
き
陣
地
を
北
戒
せ
し
め
ず
'
且
つ
湊
川

崩
批
地
に
於
け
る
供
水
の
靴
を
迎
け
ん
た
め
で
あ
っ
た
か
と
も

思
は

る
｡
摘
津
名
肝
糊
翰
日
-
'｢
1i
･州
閲
兵
恥
築
侍
の
吋
､
秋
水
の
舞
を
逝

け
ん
た
め
に
'今

の
如
-
川
述
ひ
あ
り
QL
と
記
せ
る
を
瓜
て
も
湊
川
の

氾
舵
の
靭
僻
を
窺
ふ
に
足
る
｡

稲

原

京

築

造

に

つ
き

清
盛
は
地
な
ら
し
工
事
を
多
少

驚
み
'
河
道
を
改
修
し

て水
客
を
軽
減
せ
ん
と
企
て
'

防
波
堤
を
築
き
で
港
を
改
良
す
る
等
の
事
業
を
行
っ
た

も
の
ら
し

い
0

平
家
物
許
に
記
し
て
Ln7T
-
､
｢
も
と
こ
の
虚
に
仕
む
瀬
は
地
を
非
ひ
て

盤

へ
'
今
移
る
人
々
は
･i山
木

の
糊
を
の
み
欺
き
'
す

べ
て
唯
妙

の
や
う

な
-
し
審
ど
も
な
り
L
と
｡
似
し
､
史
家
洩
非
氏
の
故
-
が
如
-
､
常

時
､
骨
下
山
は
舵
-
典
叫
に
棟
が
り
P締
感
は
之
を
鵬
し
て
平
地
と
し

た
と
い
ふ
こ
と
は
親
り
で
あ
る
｡
即
ち
'
骨
下
川
は
挑
和
樹
で
p拙
感

が
こ
れ
を
切
り
下
げ
て
兵
帰
平
野

を
作
-
し
な
ら
ば
'
こ
の
神
秘
平
野

が
眺
梯
暦
又
は
そ
れ
よ
り
点

き
地
層

で
な
-
て
は
な
ら
ぬ
沸
柿
に
祈

り
て
､
地
堺
的
に
批
朋
蜘
酢
で
あ
る
｡

銅
'

法
隆
寺
資
財
帳
は

､

宇
治
郡
字
泰
五
岳

(骨
下
山

･J
ナ
.i

の
謂
)
来
､北
南
の
意
味
)限
.藤

森

刀

川
.'
と
あ
る
と

5'
ふ
｡

こ
れ
に
閲
し
､
史
家
寄
附
博
士
の
説
-
如
-
常
時
の
湊

川
本
流
が
骨

下
山
麓
を
流
れ
た
79
の
と
邪
す
る
は
相
不

二
‥九

･:1'

;
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節

二
十
五
容

自
然
な
る
が
如
-
'
却
っ
て
幾
多
の
分
流
あ
-
て
廉

い

磯
の
如
き
状
態
を
形
成
し
て
居
っ
た
と
解
す

る
こ
と
が

扇
状
地
の
自
然
河
川
と
し
て
は
適
切
で
あ
る
の
で
は
夜

か
ら
う
か
｡

紳
月

･
兵
庫
の
海
岸
は
明
治
二
七
年
よ
旦
二
三
年
迄

の
間
は
五
箇
五
千
坤
の
埋
立
を
行
っ
て
以
凍
､
現
今
に

至
る
ま
で

多
-
の

埋
立
は
よ
っ
て
新
塾
地
を

生
成
せ

し
め
た
.

明
治
六
年
皆
時
の
帥
月
港
長
英
人

John

M
ar
shal
l
が
測
定
し
光
覚
測
問
と
最
近
の
湘
戸
田
都
市

計
塞
固

(末
筆
汀
)
と
を
比
較
せ
ば
第
二
閲
の
如
-
で
あ

る
.
第
二
岡
ほ
て
知
ら
る
J
如
-
塵
田
川
三
角
洲
方
面

と
､
薦
湊
川
三
角
洲
の
基
準
部
の
海
岸
は
埋
立
多
-
､

他
は
兵
庫
縫

｡
苅
海
鳥
に
多
少
之
を
見
る
｡
即
ち
歴
史

時
代
に
は
兵
庫
港
が
繁
盛
で
あ
っ
た
が
'
現
代
は
醐
月

港
が
そ
れ
に
代
る
ほ
至
っ
た
た
め
で
も
あ
る
｡

五
､
須
磨
及
西
須
磨
附
鑑

兵
庫
の
西
方
､
苅
荘
川
の
扇
状
地
は
湊
川
扇
状
地
と

朝
食
L
t
を
の
境
界
は
明
か
で
夜

い
が
'
河
口
の
砂
塵

は
潮
流
の
闘
係
で
未
に
移
動
し
､
三
角
洲
と
し
て
廉

い

解
三
択

ニ
二〇

六
二

低
地
を
出
現
す
る
は
至
っ
て
居
ら
ぬ
｡
但
し
､河
口
に
近

さ
苅
藻
島
は
水
底
三
角
洲
の
壁
成
を
物
語
っ
て
ゐ
る
｡

妙
法
寺
川
は
そ
の

1E
支
天
井
川
と
令

し
､
洪
大
な
る
扇

状
地
を
作
少
P
河
口
に
は
三
角
洲
の
磯
連
を
見

る
｡
其

の
酉
に
於
で
は
酉
須
磨
基
地
が
あ
っ
て
､
三
〇

米
以
上

の
段
丘
を
覆
し
､
基
地
は
鎖
据
山
の
崩
積
物
に
よ
っ
て

被
は
れ
る
0
丘
段
は
全
部
花
園
岩
の
砂
を
以
て
作
ら
れ

る
｡

一
の
谷

二

一
の
谷

二
二
の
谷
と
呼
ぶ
切
-
込
み
谷

は
段
丘
を
深
-
刻
ん
で
ゐ
る
｡
こ
れ
よ
カ
西
､
敦
盛
塚

附
近
か
ら
頗
屋
ま
で
二
粁
顔
の
間
は
断
崖
源
に
逼
-
､

辛
う
じ
て
麟
道
と
汽
車
と
電
車
の
三
線
を
通
ず
る
に
過

ぎ
ぬ
.

地
名
酔
沓
BI
-
､
｢
雄
時
は
上
野
の
蛮
地
(
西
荊
磨
基
地
の
珊
)
に
民
家

あ
り
､
鋳
造
は
月
見
山
の
漉
､古
屋
棚
と
串
す
る
虚
よ
り
蹴
拐
峰
を
胎

え
蹄
州
に
到
れ
.り
と
〕
蝕
ら
ば
西
頚
勝

一
の
谷
は
'
甘
､渦
潮
う
ち
よ

せ
て
通
路
な
か
リ
L
に

や
し
と
｡

敦

盛

擬

二

二
の

谷
附

近
よ
カ
東
北
､

fE
の
谷
は
糞
力

史
に
省
線
須
磨
騨
北
方
附
近
ま
で
の
間
の
閣
須
磨
基

地

は
魚
屋
を
作
し
て
低
地
に
下
る
.
そ
の
高
n
三
〇
米
は

連
す
る
断

崖
も
あ
る
が
t
rJ
れ
は
披
械
断
崖
で
あ
っ
て



敢
妃
の
地
質
時
代
は
於
で
は
崖
下
近
-
波
浪
に
洗
は
れ

光
る
恕
示
し
､
断
崖
は
ほ
i,
現
今
の
海
岸
は
寧
走
し
､

東
北
に
到
れ
ば
､
千
森
川
と
天
井
川
と
は
よ
っ
て
形
成

ru
れ
た
る
新
ら
し
さ
頚
肋
扇
状
地
に
よ
っ
て
披

覆さ
れ

る
｡
景
勝
地
須
磨
公
開
は
乙
の
扇
状
地
の
上
に
あ
る
の

で
あ
る
｡
､

山(]
.

臥

l
腎

以
上
六
甲
叫
塊
の
南

蛮

に
於
で
第
四
紀
洪
積
層
を
不

鷹
合
に
被
覆
す
る
沖
積
層
の

1
斑
を
述
べ
た
の
で
あ
る

が
､
三
〇
米
段
丘
は
洪
積
層
を
被
S
で
~
西
南
は
酉
須

磨
基
地
か
ら
､
東
北
は
上
ケ
原
基
地
の
北
方
に
至
る
迄

之
む
追
跡
し
柑
る
｡
即
ち
､
坤
積
世
初
期
の
拓
任
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
､
其
後
の
海
退
の
た
め
に
艶
に

低
d
tf数
段
の
段
丘
を
教
育
せ
し
め
て
屠
る
魔
も
あ
る
｡

し
か
し
､
こ
れ
等
の
各
段
丘
は
新
屋
状
地
の
教
育
薯
し

き
地
方
､
叉
は
崩
積
層
を
以
て
被
覆
さ
れ
る
地
方
に
於

Y
は
明
瞭
で
夜

い
｡
高
さ
洪
積
姦
地
の

蓮

縁
に
於
で
は

急
斜
面
む
な
し
､
市
期

沖
積
層
の
磯
蓮
を
見
な

い
塵
も

あ
わ
.
或
は
音
期
沖
積
層
の
通
路
が
急
斜
面
を
覆
し
て

六
甲
_11
塊
南
艇
に
於
け
る
新
生
低
地
の
軽
軽
に
捌
す
る
考
案

其
後
の
低
き
段
丘
の
散
超
を
不
十
分
を
ら
し
め

て居
る

鹿
79
あ
る
｡
rJ
れ
等
の
急
斜
面
は
従
塞
'
断
簡

であ
る

と
髄
諭
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
'
多
く
は
流
れ
急
在
る

潮
流
叉
は
波
浪
は
よ
る
披
戴
断
崖
で
あ
っ
て
､
断
簡
を

置
す
べ
き
何
等
の
澄
櫨
も
認
め
る
rJ
と
は
出
来
覆

い
も

の
が
多

V
.
即
ち
rJ
の
種
の
断
崖
は
酉
粛
膳
基
地

･
長

阿
山
基
地
･骨
下
山
基
地
･大
倉
山
･
山
ノ
手
基
地
･･･日
放

屋
素
地
並
に
上
ケ
原
基
地
等
の
蓮
嫁
で
あ
る
｡
触
る
ほ

酉
須
磨
基
地
の
東
方
､
灘
北
方
の
上
野
篠
原
素
地

･
大

傭
原
基
地
･香
櫨
閣
轟
地
｡越
水
姦
地
等
は
虜
状
地
又
は

崩
積
層
に
被
は
れ
宅
急
崖
は
麿
斜
面
に
化
し
て
ゐ
る
｡

兵
庫
附
近

･
西
宮
附
近
ほ
は
低
卒
怒
る
坤
横
地
珊
焼

き
に
反
し
､
庄
田
川
以
東
庶
谷
川
以
酉
に
は
傾
斜
地
多

き
は
地
形
並
に
潮
流
作
用
は
原
因
す
る
も
の
で
あ
る
｡

即
ち
六
甲
山
塊
の
南
船
煙
屋
の
鼻
を
廻
っ
た
潮
流
は
を

の
東
に
於

で噴
流
を
生
じ
､
鑑
に
兵
庫
平
野
教
生
ぜ
し

む
｡
然
る
は
其
の
束
方
に
於
で
は
山
麓
に
平
足
し
て
兼

行
す
る
潮
流
は
海
岸
を
洗
ひ
て
低
地
の
敬
蓮
を
妨
げ
る

此
の
地
域
は
北
方
の
載
簡
岩
川
地
が
教
も
高
-
陀
立
す

圭
1

六

三
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終

二
十
玉
谷

る
を
以
て
各
河
川
は
短
L
と
錐
も
河
口
は
近
-
扇
状
地

を
聴
達
せ
し
め
易

い
状
態
は
あ
る
｡
史
は
､
夙
川
以
東

は
武
庫
川

｡
猪
名
川
の
大
三
角
洲
が
､
潮
流
の
東
商
に

牌
向
す
る
ほ
つ
れ
て
､
益
々
そ
の
磯
連
を
促
進
せ
し
め

る
状
況
に
あ
る
の
で
あ
る
｡
耽
L
ttJ
六
甲
山
塊
南
方
の

海
岸
は
忠
は
操
度
を
樹
す
け
此
し
､
河
流
の
大
な
る
も

節
三
舵

三
二

六

凹

の
在

さ
は
潮
流
作
用
と
相
持
ち
て
､

武
庫
川

･
猪
名
川

及
び
淀
川
下
流
の
如
き
大
平
野
を
出
現
し
春
を
い
原
因

で
あ
る
と
考
察
rJれ

る
｡
以
上
の
沖
積
層
は
地
形
と
介

暦
と
ほ
よ
り
一TJ
新
嘗
二
暦
は
分
ち
得
る
｡

(昭
利
1
.L年
.i
月
二
六
日
柄
)

マ

ー
シ

ャ

ル

島

民

の
航

海

固

二

滴
洋
諸
島
の
住
民
が
文
化
的
に
低

い
段
階
に
あ
る
に

も
拘
ら
ず
'
航
海
術
の
鮎
は
於
で
の
み
は
極
め
三
向
い

能
力
を
有
し
て
居
る
こ
と
を

ヘ
ッ
ト
ナ
-
も
蓮
で
居
る

が
(A
.H
e
ttn
e

T
‥
D
er
G
a
n
g
d
er
内
u
lt
ur
iib

er
die

コ
ン
ぺ
r(

ヒヰ
ス
炎
ン

ト

E
rde
.

S
_
49)､
賓
際
彼
等
は
雁

威

儀

､
六

分

儀

等

の

航
海
器
具
を

携
へ
ず
は
､
帝
-
か
ら
自
由
は
諸
島
間
を

社
来
し
て
居
た
の
で
あ
る
｡
伽
川
し
歓
罪
BJ
人
の
渡
米
以

織

田

武

雄

後
新
し
い
航
海
術
が
輸
入
さ
れ
､
ま
た
経
済
事
情
も

一

曝
し
て
以
前
ほ
ど
諸
島
間

の
交
易
を
求
め
る
必
要
が
在

-
在
っ
た
為
､
却
っ
て
現
在
で
は
彼
等
の
優
れ
た
航
海

術
は
衰
退
し
､
僅
ほ
カ
ロ
リ
ン
島
民
の
天
鰭
観
測
の
技

術
と

マ
ー
シ
ャ

ル
島
民
の
所
謂
梓
修
地
圃

(S
t
ab
k
arte
)

と
柄
せ
ら
れ
る
航

海
間
に
そ
の
名
機
を
止
め
て
居
る
に

過
ぎ
覆

い
.

尤
も
基
に
彼
等
の
航
海
術
各
般
は
組
し
て
辿
る
つ
79


